
第１～ 22 回越後湯沢全国童画展の川上四郎記念大賞　作品

心の奥底が、少しうずく。 湯沢の童画展
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「
全
て
手
作
り
で
や
っ
た
」　

髙
橋
貞
良
さ
ん
の
童
画
展
へ
の
思
い
は
強
い
。

　

平
成
３
年
１１
月
、
島
根
県
安
来
市
、
足
立
美
術
館
で
髙
橋
さ
ん
は
初
め
て

※

川
上
四
郎
の
作
品
を
鑑
賞
す
る
。
ひ
ど
く
感
銘
を
覚
え
た
髙
橋
さ
ん
は
、
翌
年
、

川
上
氏
の
ご
遺
族
と
面
会
し
、
そ
こ
か
ら
川
上
四
郎
回
顧
展
の
開
催
に
向
け
て
約
１
年
間
活
動
を
続
け
た
。
実
行
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
平
成
５
年
１０
月
１
日
、

見
事
回
顧
展
を
実
現
さ
せ
た
。

　

そ
し
て
、
平
成
９
年
３
月
に
「
第
１
回
川
上
四
郎
記
念
越
後
湯
沢
全
国
童
画
展
」
を
開
催
。
今
年
で
２２
回
目
を
迎
え
る
ま
で
に
至
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
間

に
美
術
館
基
金
の
創
設
や
美
術
館
建
設
準
備
委
員
会
の
設
立
・
凍
結
、
町
議
会
に
対
し
て
の
請
願
等
、
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
や
町
職
員
ら
と
協
力
し
な
が
ら

童
画
館
建
設
の
た
め
尽
力
し
て
き
た
。「
よ
く
続
い
た
、
よ
く
続
い
た
よ
。
有
識
者
の
方
か
ら
の
助
言
も
あ
り
ま
し
た
が
、
運
営
委
員
ら
の
熱
意
に
よ
る
も
の

も
大
き
い
だ
ろ
う
。」
と
漏
ら
し
た
。

　

そ
も
そ
も
髙
橋
さ
ん
が
絵
画
の
道
に
入
っ
た
の
は
小
学
校
５
年
生
の
時
。
飯
山
線
沿
線
で
行
わ
れ
た
写
生
大
会
に
参
加
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
。
帰
り

の
汽
車
に
乗
り
遅
れ
る
ほ
ど
に
夢
中
に
な
っ
て
筆
を
走
ら
せ
た
。
高
校
で
は
美
術
部
に
入
り
、そ
こ
か
ら
油
絵
を
描
く
よ
う
に
な
っ
た
。
作
品
は
一
貫
し
て
「
懐

か
し
い
家
屋
」。
今
ま
で
数
多
く
の
作
品
を
描
き
上
げ
た
。
”

懐
か
し
い
家
屋
シ
リ
ー
ズ
“
は
作
風
を
一
つ
の
方
向
に
定
め
て
、
自
分
な
り
に
日
々
の
生
活
の
中

の
古
き
良
き
も
の
を
後
世
に
残
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
描
く
よ
う
に
な
っ
た
。
約
３０
年
間
、
そ
の
画
流
を
貫
い
て
い
る
。
そ
の
傍
ら
、
童
画
展
へ
の
出
品

を
重
ね
て
い
た
。

　

芸
術
は
時
代
に
よ
っ
て
変
わ
る
も
の
。
そ
の
時
代
の
象
徴
が
モ
デ
ル
に
も
な
り
、
思
想
に
も
な
る
。
最
近
の
童
画
の
作
風
は
実
に
現
代
的
に
な
っ
た
。
か

つ
て
は
川
上
四
郎
先
生
が
描
い
て
い
た
よ
う
な
「
童
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
、
言
わ
ば
川
上
風
の
作
品
が
名
を
連
ね
た
が
、
最
近
で
は
川
上
先
生
が
描
い

て
い
た
よ
う
な
「
童
」
の
原
風
景
は
少
子
化
や
開
発
が
進
ん
だ
こ
の
ご
時
世
、
な
か
な
か
目
に
す
る
こ
と
は
な
い
た
め
か
、
時
代
の
進
化
に
伴
う
メ
ッ
セ
ー

髙橋貞良

　1940 年、十日町市西浦に生まれる。幼
少期は長野県栄村で育ち、小学生の頃か
ら、絵画を描くようになる。示現会、南
魚沼美術協会の会員を務め、美術展等の
運営にも携わっている傍ら、古き良き古
民家をテーマとした絵画を数十年前から
現在にかけて描き続けており、県内外の
コンクール入選作品を生み出している。

　

毎
年
湯
沢
町
で
行
わ
れ
て
い
る
「
越
後
湯
沢
全
国
童
画
展
」
も
今
年
で

22
回
目
の
開
催
に
な
り
、
童
画
館
建
設
も
決
定
に
至
っ
た
な
か
、
湯
沢
町

民
で
も
、
な
ぜ
湯
沢
町
で
童
画
展
が
行
わ
れ
た
の
か
、
そ
も
そ
も
童
画
と

は
何
か
？
身
近
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
知
ら
な
い
方
も
多
い
だ
ろ
う
。

　

今
回
の
広
報
ゆ
ざ
わ
で
は
、「
越
後
湯
沢
全
国
童
画
展
」
を
開
催
前
か
ら

支
え
て
き
た
髙
橋
貞
良
さ
ん
か
ら
お
話
を
伺
い
、
そ
の
経
緯
や
童
画
に
対

す
る
思
い
を
特
集
し
た
。
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ジ
性
の
あ
る
作
品
が
多
く
生
ま
れ
て
い
る
。

　

「
時
代
の
流
れ
で
し
ょ
う
ね
。」
少
し
寂
し
そ
う
に
髙
橋
さ
ん
は
話
す
。
で
き
れ
ば
古
き
良
き
時
代
の
「
童
」
が
テ
ー
マ
の
川
上
風
の
作
品
が
日
の
目
を
見

て
ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち
が
垣
間
見
え
た
。

　

童
画
の
楽
し
み
方
を
伺
う
と
、「
作
品
を
鑑
賞
す
る
際
、
ど
ん
な
思
い
を
持
っ
て
描
い
た
か
、
作
者
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
想
像
す
る
こ
と
だ
。」
と
話
し
た
。

絵
の
中
に
は
必
ず
物
語
が
存
在
し
て
、
そ
れ
を
想
像
す
る
こ
と
は
個
々
の
自
由
な
発
想
。
正
解
も
ハ
ズ
レ
も
な
い
。
人
と
の
違
い
も
楽
し
み
の
一
つ
な
ん
だ

と
か
。

　

童
画
と
は
、
故

※

久
保
雅
勇
氏
の
定
義
に
よ
れ
ば
、「
近
代
絵
画
の
一
分
野
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
純
粋
素
材
の
童
心
を
基
調
と
し
た
絵
画
性
、
文
学
性
、

叙
情
、・
物
語
性
と
が
渾
然
一
体
と
な
っ
た
、
子
ど
も
の
た
め
の
絵
画
」
で
あ
り
、
髙
橋
さ
ん
に
よ
れ
ば
、「
心
の
癒
し
や
安
ら
ぎ
を
も
た
ら
す
も
の
」
で
あ
る
。

童
心
に
帰
り
、
そ
の
作
品
の
物
語
を
素
直
に
想
像
す
る
と
心
が
安
ら
ぐ
の
だ
と
解
釈
し
た
。
童
画
展
に
訪
れ
る
楽
し
み
が
一
つ
で
き
た
。

　

さ
て
、湯
沢
町
で
は
童
画
館
建
設
に
向
け
ゆ
き
始
め
る
が
、そ
の
造
り
は
、木
造
つ
く
り
で
、当
時
の
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
み
や
文
化
が
見
え
る
「
童
画
に
合
っ

た
」
デ
ザ
イ
ン
で
、町
民
同
士
で
憩
え
る
場
に
な
る
こ
と
を
髙
橋
さ
ん
は
望
ん
で
い
る
。
ま
た
、描
き
手
か
ら
す
れ
ば
、絵
画
は
自
分
の
気
持
ち
を
表
す
も
の
で
、

発
表
す
る
場
が
な
い
と
刺
激
が
な
く
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
保
て
な
い
ら
し
い
。
湯
沢
町
の
画
家
や
芸
術
を
愛
す
る
人
の
発
表
・
交
流
の
場
に
な
る
よ
う
な

企
画
展
の
ス
ペ
ー
ス
も
盛
り
込
む
と
、
童
画
作
家
と
の
繋
が
り
も
生
ま
れ
る
だ
ろ
う
。
髙
橋
さ
ん
は
そ
う
い
う
繋
が
り
を
大
切
に
し
て
き
た
。「
入
選
作
品
は
、

そ
の
ま
ま
町
に
寄
贈
と
い
う
作
家
さ
ん
が
多
い
中
、
展
示
す
る
場
所
や
機
会
が
な
か
っ
た
た
め
、
収
蔵
庫
で
保
管
す
る
し
か
な
く
、
忍
び
な
か
っ
た
。
作
家

に
対
し
て
の
礼
儀
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
。」

そ
う
語
る
髙
橋
さ
ん
に
童
画
展
の
理
想
像
と
は
何
か
、
最
後
に
聞
い
て
み
た
。

　

「
町
民
に
と
っ
て
は
芸
術
に
気
軽
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
芸
術
家
に
と
っ
て
は
発
信
で
き
る
場
所
。
町
の
文
化
を
養
う
た
め
に
も
童
画
館
に
は
そ
う
い
う

役
割
を
担
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
ね
。」

絵
と
は
、
自
分
の
気
持
ち
を
表
す
も
の

　

絵
画
を
通
じ
て
、
自
分
の
想
い
を
表
現
す
る
作
家
と
作
家
の
想
い
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
観
衆
。
時
代
が
流
れ
、
作
風
が
変
わ
っ
て
も
そ
の
関
係
は
変
わ

ら
な
い
だ
ろ
う
。
童
画
館
が
そ
の
よ
う
な
場
に
な
っ
て
い
く
の
か
、
ど
ん
な
作
品
が
今
後
生
ま
れ
る
の
か
、
楽
し
み
に
な
っ
た
取
材
だ
っ
た
。

（
聞
き
手

：

企
画
政
策
課　

笛
田
）

※
川
上　

四
郎
（
１
８
８
９
～
１
９
８
３
）
新
潟
県
長
岡
市
生
ま
れ
。
中
学
生
の
時
に
画
家
を
志
し
、
図
画
の
教
師
を
経
験
す
る
傍
ら
、
多
く
の
子
ど
も

の
本
の
装
幀
・
挿
画
を
手
掛
け
た
。
昭
和
２０
年
か
ら
湯
沢
町
に
住
み
、
町
の
農
村
で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
や
、
童
話
や
絵
本
の
世
界
の
夢
を
テ
ー
マ
と
し
た

ほ
ほ
え
ま
し
い
作
品
を
多
く
描
い
た
。「
日
本
童
画
の
父
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

※
久
保　

雅
勇　

第
1
回
越
後
湯
沢
全
国
童
画
展
か
ら
第
９
回
ま
で
の
審
査
員
を
務
め
た
現
代
童
画
会
副
会
長
兼
現
代
絵
画
会
名
誉
会
員
。
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日本童画の父　川上四郎記念第２２回越後湯沢全国童画展

入 賞 者 決 定

「僕らと一緒に遊ぼうよ」　松本みさこ（岐阜県）

　第２２回越後湯沢全国童画展には、全国各地から多くの作品をご応募いただきました。

　２月２日に湯沢町公民館ホールで審査会が行われ、入賞・入選作品が決定。入賞作

品を上位から一部ご紹介します。入賞・入選された皆様、おめでとうございます。

※入賞・入選者の敬称は省略させていただきます。

川上四郎記念 大賞

　　　　　　「チョキチョキ」優秀賞 　　　　　　「おばけの森から」最優秀賞
今泉真治（北海道） 竹下美穂（千葉県）

4



奨励賞 「ころもがえ」

榊原美和（三重県）

奨励賞 「悪ねこと鳥たち」

横井佑次（神奈川県）

佳　作 「給食当番“おかわり   

　　　　　　あるよ”   “はーい”」

柳沼ひろこ（福島県）

佳　作 「オカエリ」

渡邉玲子（千葉県）

佳　作「ダンス・ダンス・ダンス」

平島久子（香川県）

奨励賞「きみのあしあとに 　
　　　　　　　 詩を灯して」

くまのひでのぶ（東京都）

佳　作 「空を翔べたら・・・」

鳥居雄三（京都府）

佳　作 「空飛ぶ魚と　　　　

　　　　　　　その仲間たち」

すぎもと和（愛知県）

北海道　 6 

東北地区 9　　（青森県 1、岩手県 1、宮城県 3、秋田県 0、山形県 0、福島県 4）

関東地方 110　（茨城県 4、栃木県 10、群馬県 7、埼玉県 20、千葉県 11、東京都 27、神奈川県 31）

北陸甲信 19　 （富山県 2、石川県 4、山梨県 2、長野県 11、福井県 0）

東海地区 16　  （岐阜県 2、静岡県 2、愛知県 8、三重県 4）

近畿地区 40　 （滋賀県 4、京都府 8、大阪府 7、兵庫県 15、奈良県 5、和歌山県 1）

中国地区 4　　（鳥取県 0、岡山県 0、広島県 3、山口県 0、島根県 1）

四国地区 16　 （徳島県 3、香川県 12、高知県 1、愛媛県 0）

九州地区 9　　（福岡県 5、長崎県 0、熊本県 0、大分県 1、佐賀県 3、宮崎県 0、鹿児島県 0）

沖縄県　 2

新潟県内　30 点

（うち湯沢町 3 点）

作品 の応募状況

応募総数　261 点
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　時は流れ、人は去

り、時代は大きく動

いている。そのよう

な印象を強く受け

た今年の作品。

　子どもの世界が

変化し、子ども達の生活そのものが多

様化しながら、１つの枠の中にとじ込

められてゆくことの怖さ。夢のある世

界、多用な感性を包み込む世界を、ぜ

ひ今の世の中に光として届けたいと

いう作品。

　大賞の「僕らといっしょに遊ぼう

よ」には困乱する地球の中から新しい

コミュニケーションの輪を求めてゆ

こうとする希望の呼びかけを感じる。

　最優秀賞の「おばけの森から」は単

なるお化けではなく、多くの可能性を

創出可能なお化けの世界を表現して

いる。それは恐ろしさではなく、たの

しさや喜びの世界をイメージする。

　優秀賞の「チョキチョキ」はほのぼ

のとしてあたたかい世界。人の心から

失われてはいけない家族愛が、１本の

柱となって訴えている。

　今年の作品には表現力のすぐれた

ものが多かった。作品とは作者の心そ

のものでもある。作品を通して作者の

人生のポリシーをもっと強く打出し

てみるのも新しい世界を開いてゆく

ことになるのではないだろうか。

豊口 協 審査員
長岡造形大学前理事長

　雪深い冬の日、囲

炉裏を囲んで昔話

に耳を傾けるよう

な、どきどき、わく

わくする時間を過

ごすことができた。

　一つひとつの作品が丁寧に仕上げら

れ、自らの思いを形にしたいという気

持ちが伝わってきて好ましく思えた

が、全体的にやや力不足をいう印象も

残った。

　「何」を「いかに」描くかというこ

とは大きな問題であり、それを支える

技術によって作品が成立するわけだ

が、何よりも作者の感性が問われる。

その意味で、今回の大賞、最優秀賞は

ともに作者の感性が存分に発揮された

作品と言える。

　大賞の「僕らと一緒に遊ぼうよ」は、

まさに私たちを不思議な、愉快な世界

へ誘い込んでくれる。その造形感覚、

表現技法に心を奪われた。

　最優秀賞「おばけの森から」も、不

思議な魅力のある作品である。どこま

でも増殖していくイメージが恐ろしく

もあり、快感でもある。

　それに対し、優秀賞「チョキチョキ」

は実に心温まる日常的な風景である。

現実を写したようにも見えるが、作者

の喜びが画面にあふれていて気持ちが

良い。

田村 実 審査員
元福音館書店絵本編集長

　今回の応募作品

を 見 た 第 一 印 象

は、仮想シュール

な世界を表現して

いる作品が多くみ

られた事だ。独自

な空間、ストーリーを展開して新しい

絵画世界を創り、楽しくみせてもらっ

た。デザイン的感覚で創られた作品も

目立った。

　大賞作品は不思議なサファリパーク

で遊ぶ鳥や動物達、カビやサボテンの

様な植物たち、発想の自由さ、形の面

白さに加えて、絵具や色彩の効果的な

使い方が生きている不思議世界のさら

なる展開を楽しみにしている。

　最優秀賞のウゴメキ、からみ合うオ

バケ世界は背景の暗い深みも合いまっ

て、とても興味深い。この世界全体が

触手をふり動かしながら伸びてゆくオ

バケのツルに乗っ取られた様だ。オバ

ケのキャラクタや表情や、新しいス

トーリー要素も加わると楽しそうだ。

　優秀賞のチョキチョキは、本当に温

かい家族の何気ない一コマがていねい

な一筆一筆、色彩でうまく表現されて

いる。毎日の日常の中からみえる家族

のストーリー、これからも独自の切り

口で見せてもらえるのを期待する。

小松 修 審査員
画家・現代童画会常任委員

　全国各地から集まった応募総数 261点より選

ばれた入賞入選作品 52点のほか、貴重な川上四

郎原画作品を展示しています。

 期間 　3月 12日㊊まで

 時間 　午前 9時～午後 6時

　　　　（最終日　午前 9時～午後 4時）

越後湯沢全国童画展　開催中

審査員による選評
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コ

ラ

ム

町

長

2
月
　
町
長
活
動
状
況

１
日

中
国
新
潟
総
領
事
館
春
節
祭
前
夜
祭

４
日

知
事
を
囲
む
ス
キ
ー
関
係
者
の
集
い

５
日

秋
桜
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会

６
日

郵
便
局
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
調
印
式
／

南
魚
沼
土
地
開
発
公
社
精
算
人
会

８
日

日
本
赤
十
字
新
潟
支
部
評
議
会

９
日

湯
沢
小
学
校
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
大
会

13
日

新
潟
県
地
域
医
療
推
進
機
構
臨
時

評
議
員
会

15
日

魚
沼
圏
域
版
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

導
入
実
行
委
員
会

16
日

魚
沼
地
域
特
別
用
語
老
人
ホ
ー
ム

組
合
会
議
／
特
別
職
報
酬
等
審
議

会
答
申

17
日

十
日
町
雪
ま
つ
り
歓
迎
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
／
雪
上
カ
ー
ニ
バ
ル

19
日

南
魚
沼
県
友
会
総
会

20
日

大
相
撲
夏
巡
業
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス

21
日

全
国
観
光
地
所
在
市
町
村
協
議
会

22
日

塩
沢
信
用
組
合
と
の
包
括
連
携
協

定
式

26
日

魚
沼
地
区
郵
便
局
長
会
・
魚
沼
地

区
な
で
し
こ
の
会

27
日

東
京
電
力
湯
沢
発
電
所
現
場
視
察

の
応
募
の
中
か
ら
受
賞
作
品
が
選
ば

れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
入
賞
し
た
湯
沢
町
の
動
画
作

品How
 to live in YUZA

W
A

は
、
「湯
沢

町
で
の
暮
ら
し
」
を
明
る
く
伝
え
る

イ
メ
ー
ジ
V
T
R
で
す
。
「
暮
ら
し
の

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
こ
の
動
画
は
、
町
の
良
い
と

こ
ろ
だ
け
美
化
し
て
編
集
す
る
の
で

は
な
く
、
あ
え
て
除
雪
や
冬
の
寒
さ

等
、
湯
沢
で
の
暮
ら
し
の
大
変
な
面

の
情
報
も
盛
り
込
み
つ
つ
、
そ
れ
ら
の

不
安
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
解
消
さ
れ
る
よ

う
な
コ
ミ
カ
ル
な
映
像
に
仕
上
げ
て
い

ま
す
。
動
画
サ
イ
ト
で
も
好
評
い
た

だ
い
て
お
り
、
今
回
の
広
報
コ
ン
ク
ー

ル
で
は
広
報
映
像
部
門
最
高
賞
と
な

る
県
知
事
賞
を
、
新
潟
広
告
賞
で
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
動
画
部
門
第
１
位
と

な
る
優
秀
賞
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
ご
紹
介
し
た
動
画
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
動
画

サ
イ
ト
で
公
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

興
味
を
持
た
れ
た
方
は
、
是
非
一
度

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

皆
様
は
も
う

　

ご
覧
に
な
り
ま
し
た
か
？

　

湯
沢
町
Ｐ
Ｒ
動
画

　

現
在
湯
沢
町
が
推
進
し
て
い
る
「湯

沢
町
移
住
定
住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。

湯
沢
町
が
、
若
者
た
ち
が
生
活
の
場

と
し
て
選
択
す
る
町
と
な
る
こ
と
を

目
指
し
、
様
々
な
施
策
を
展
開
す

る
一
大
計
画
で
す
。

　

こ
の
度
、
そ
の
計
画
の
一
環
と
し
て

作
成
さ
れ
た
湯
沢
町
の
P
R
動
画

が
、
新
潟
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
と
新

潟
広
告
賞
に
そ
れ
ぞ
れ
入
賞
を
果
た

し
ま
し
た
。

　

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
と
は
地
方
自
治

体
の
広
報
技
術
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
日
本
広
報
協
会
と
各

都
道
府
県
の
広
報
協
会
が
行
う
も
の

で
、
動
画
・
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
媒
体

ご
と
に
地
方
自
治
体
の
広
報
作
品
を

審
査
し
、
評
価
す
る
も
の
で
す
。
も

う
一
方
の
新
潟
広
告
賞
も
、
県
内
で

制
作
さ
れ
た
優
れ
た
広
報
作
品
に
贈

ら
れ
る
賞
で
、
ど
ち
ら
も
毎
年
多
数

　

南
魚
沼
地
域
土
地
開
発
公
社
（
昭
和
47
年
12
月
に
当
時
の

南
魚
沼
郡
4
町
に
て
設
立
、
現
在
は
南
魚
沼
市
、
湯
沢
町
）
は
、

地
域
の
公
共
事
業
に
伴
う
用
地
の
先
行
取
得
や
土
地
造
成
事

業
に
よ
る
工
場
団
地
、
住
宅
用
地
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
の
一
翼

を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
は
地
価
の
動
向
な
ど
か
ら
も
公
共
事
業
用
地

の
先
行
取
得
を
行
う
必
要
性
が
薄
れ
て
お
り
、
そ
の
存
続
に
つ

い
て
検
討
し
た
結
果
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
公
共
事
業
に
必
要
な
用
地
は
、
町
の
予
算
措
置
に
基

づ
き
確
保
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
引
き
続
き
、
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

解
散
ま
で
の
経
過 

　

平
成
29
年
9
月

：

南
魚
沼
市
議
会
、
湯
沢
町
議
会
で
解
散
に

　
　
　
　
　
　
　
　

つ
い
て
可
決

　

平
成
29
年
10
月

：

県
知
事
に
よ
る
解
散
認
可

　

平
成
30
年
2
月

：

清
算
結
了

※
残
余
財
産
は
南
魚
沼
市
、
湯
沢
町
に
帰
属
。

　
（
湯
沢
町
分
は
現
金
7
，6
6
8
，0
4
8
円
）

 

問 　

総
務
管
理
課　

防
災
管
財
係　

☎
7
8
4 

・
３
４
５
１

南
魚
沼
地
域
土
地
開
発
公
社
の

解
散
に
つ
い
て

PR 動 画「How  to  Live  in 

YUZAWA」（グリーンシーズ

ン編）の一場面
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国 
 

民 
 

健 
 

康 
 

保 
 

険

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
減
免
等
の
制
度
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

該
当
と
な
る
際
は
、
担
当
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

国
民
健
康
保
険
制
度　

医
療
機
関
で
支
払
う
一
部
負
担
金
の
減
免
等

制
度

　

次
に
該
当
す
る
世
帯
主
等
に
、
一
部
負
担

金
の
減
額
、
免
除
及
び
徴
収
猶
予
の
制
度
が

あ
り
ま
す
。

①
震
災
、
風
水
害
、
火
災
、
そ
の
他
こ
れ
ら
に

類
す
る
災
害
に
よ
り
死
亡
し
、
障
が
い
者

と
な
り
、
又
は
資
産
に
重
大
な
損
害
を
受

け
た
と
き

②
干
ば
つ
、冷
害
、凍
霜
害
等
に
よ
る
農
作
物

の
不
作
、
不
漁
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る

理
由
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た
と
き

③
事
業
又
は
業
務
の
休
廃
止
・
失
業
等
に
よ
り

　

収
入
が
著
し
く
減
少
し
た
と
き

④ 

①
～
③
に
掲
げ
る
事
由
に
類
す
る
事
由
が

　

あ
る
と
町
長
が
認
め
た
と
き

 

問 　

町
民
課　

国
保
給
付
係

　
　 

☎
7
8
4 

・
3
4
5
3

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
制
度　

	　

次
に
該
当
す
る
世
帯
主
等
に
、
国
民
健
康

保
険
税
の
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

①
災
害
等
に
よ
り
生
活
が
著
し
く
困
難
に
な
っ

　

た
者
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
者

②
失
業
、
倒
産
等
に
よ
り
生
活
が
著
し
く
困
難

と
な
っ
た
者
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
と
認
め

ら
れ
る
者

③
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
扶
助
を
受
け
る

こ
と
に
な
っ
た
者

④
少
年
院
そ
の
他
こ
れ
に
準
じ
る
施
設
に
収
容

さ
れ
た
者
、
刑
事
施
設
、
労
役
場
そ
の
他

こ
れ
に
準
じ
る
施
設
に
拘
禁
さ
れ
た
者

⑤
そ
の
他
特
別
の
事
由
が
あ
る
と
認
め
る
者

⑥
旧
被
扶
養
者
に
該
当
す
る
者

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
制
度

　

次
に
該
当
す
る
被
保
険
者
に
、
国
民
健
康

保
険
税
の
軽
減
制
度
が
あ
り
ま
す
。

 

非
自
発
的
失
業
に
係
る
軽
減 

 

・
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者

   

（
倒
産
、
解
雇
な
ど
）	

 

・
雇
用
保
険
の
特
定
理
由
離
職
者

   

（
雇
止
め
な
ど
）

 

軽
減
期
間 　

　

離
職
日
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま
で

　
（
最
大
2
年
間
）

 

軽
減
内
容 　

　

前
年
の
所
得
を
１
０
０
分
の
30
と
み
な
し

　

算
定	

 

問 　

税
務
課　

住
民
税
係

　
　 

☎
7
8
4 

・
3
4
5
2

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度　

医
療
機
関
で
支
払
う
一
部
負
担
金
の
減
免
等

制
度

　

次
に
該
当
す
る
被
保
険
者
に
、
一
部
負
担

金
の
減
額
、
免
除
及
び
徴
収
猶
予
の
制
度
が

あ
り
ま
す
。

①
被
保
険
者
が
震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ
の
他

こ
れ
ら
に
類
す
る
災
害
に
よ
り
住
宅
、
家

財
そ
の
他
の
財
産
に
つ
い
て
著
し
い
損
害

を
受
け
た
こ
と

②
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
が
死

亡
し
、
又
は
心
身
に
重
大
な
障
害
を
受
け
、

長
期
間
入
院
し
た
こ
と

③
そ
の
他
①
②
に
類
す
る
事
由
が
あ
る
こ
と

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
減
免
制
度

　

次
に
該
当
す
る
被
保
険
者
に
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
の
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

①
被
保
険
者
又
は
そ
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯

主
が
、
震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ
の
他
こ

れ
ら
に
類
す
る
災
害
に
よ
り
、
住
宅
、
家

財
そ
の
他
の
財
産
に
つ
い
て
著
し
い
損
害

を
受
け
た
こ
と

②
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
が
死

亡
し
た
こ
と
に
よ
り
、
又
は
そ
の
者
が
心

身
に
重
大
な
損
害
を
受
け
、
若
し
く
は
長

期
入
院
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
者
の
収

入
が
著
し
く
減
少
し
た
こ
と

③
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
の
収

入
が
、
事
業
又
は
業
務
の
休
廃
止
、
事
業

に
お
け
る
著
し
い
損
失
、
失
業
等
に
よ
り

著
し
く
減
少
し
た
こ
と

④
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
の
収

入
が
、
干
ば
つ
、
冷
害
、
凍
霜
害
等
に
よ

る
農
作
物
の
不
作
、
不
漁
そ
の
他
こ
れ
に

類
す
る
理
由
に
よ
り
著
し
く
減
少
し
た

こ
と

⑤ 

①
～
④
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
広
域
連

　

合
長
が
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
こ
と

 

問 　

町
民
課　

国
保
給
付
係

　
　 

☎
7
8
4 

・
3
4
5
3
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　「湯の街ゆざわの健康調査」の生活習慣に関するアンケート集計結果から、飲酒に関する結果の一部を報告します。

湯沢町における飲酒習慣の特徴

　湯沢町の 40 歳以上のお酒を飲む人の割合は、男性 74.3％、女性 46.6％でした。これは、

全国平均（平成 27 年国民健康・栄養調査報告）と同程度でした（図 1）。いっぽうで、1

週間のアルコール摂取量が 300g 以上の多量飲酒者の割合は多く、男性では 34.6％、女性

では 6.7％でした。これは全国平均と比較すると、男性では 1.5 倍、女性では 7.4 倍にな

ります（図 2）。つまり、湯沢町では、お酒を飲む人の割合は全国平均とあまり変わらない

ものの、そのなかで、「多量飲酒者」の割合が全国平均より高いという特徴がみられました。

ひとくち健康情報「飲酒習慣と健康の関係」

　アルコールは飲み方しだいで、毒にも薬にもなると言われています。国立がん研究センターで行われた追跡調

査 ※ 1 では、「ときどき飲む（1 週間のアルコール摂取量が 150g 程度）」人たちは、まったく飲まない人たちよ

りも心筋梗塞にかかるリスクが低いことが報告されています。しかし、アルコールがすべての病気に対して、予

防的に働くというわけではありません。別の追跡調査 ※ 2 では、飲酒習慣がある 40 歳以上の男性のうち、多量飲

酒者（1 週間のアルコール摂取量が 300g 以上）は、休肝日がない人たちは休肝日がある人たちと比べて総死亡

率が高いことがわかっています ※ 3 。つまり、アルコールは「休肝日をもうけつつ適度に飲む」ことが重要です。

「健康調査票」を返送ください

コホート研究にご同意いただいたみなさ

んに、一年に一度、年度末に健康調査票

を送付しています。健康調査票には、一

年間の健康状態についてわかる範囲で記

入し、ご返送ください。

 問 　新潟大学大学院医歯学総合研究科

　　 健康増進医学講座　南魚沼分室

　　 〒 949 ー 7302　南魚沼市浦佐 4132

　　 新潟大学地域医療教育センター・

　　 魚沼基幹病院内

　　 ☎０２５ー７７５ー 7876

　　 FAX０２５ー７７７ー 2766

　　 http://www.facebook/NUHPM

※ 1 多目的コホート研究「飲酒習慣と心筋梗塞の関連について」より（http://epi.ncc.go.jp/jphc/outcome/300.html）

※ 2 多目的コホート研究「飲酒パターンと総死亡との関連について」より（http://epi.ncc.go.jp/jphc/outcome/299.html）

※ 3 休肝日ありは週 1 ～ 4 日飲酒する群、休肝日なしは週 5 日～毎日飲酒する群

「湯の街ゆざわの健康調査」
（湯沢コホート研究） けんこうかわらばん
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３月は新潟県自殺対策強化月間です健康ほっと情報

　湯沢町では、湯沢町ファミリー健康プランにもとづき、み

なさん一人ひとりのこころの健康づくりを応援しています。

　平成 28 年の内閣府自殺対策推進室発表によると、全国

の自殺率 ※ 1 は 17.0 であるのに対し、新潟県の自殺率は

23.0。減少傾向にあるものの依然としてワースト上位で推

移しています。新潟県内でみると南魚沼保健所管内の自殺

率は高い位置にあり、湯沢町の平成 28 年の自殺率は 24.4。

直近の 5 年間をみても新潟県の平均を常に上回っているの

が現状です。また、南魚沼保健所管内では特に高齢者の自殺

が多いのが特徴となっています。高齢者の自殺を防ぐための

ポイントや相談先を記載したチラシを南魚沼保健所とともに

作成し、広報ゆざわと一緒に配布しました。各ご家庭でよく

ご覧ください。

※１　自殺率：人口 10 万人当たりの自殺者数を示した数値

　平成 24 年に町の健康づくりを推進するための計画として、第 2 次湯沢町ファミリー健康プランが策定されま

した。プランが策定され、中間地点の５年目となり、平成 29 年 5 月に町民の皆様に実態調査アンケートを行い

ました。その調査結果からこころの健康に関する実態について概要を抜粋してお知らせいたします。

　なお、全体の結果につきましては、まもなく公表予定です。関心のある方は担当課（健康増進課　☎ 784 ー

3149）までお問合せください。

湯沢町健康の道しるべ
疲れたら休む、困ったら相談できる、

お互いさまで、さりげなく

湯沢町ファミリー健康プラン実態調査結果から見えた

町のこころの健康に関する実態をお知らせします

　心の健康に不安や心配が「あ

る」「時々ある」と回答した人は、

「小学 6 年生」や「12 ～ 18 歳」

では徐々に減少していますが、

「19 ～ 64 歳」「65 歳以上」で

はおおよそ半数の人が不安を抱

えている現状があります。19 ～

64 歳の世代では平成 29 年調査

ではやや増加していることも気

になるところです。

△今号の広報ゆざわに挟み込まれています

心の健康に不安や心配がある・時々ある人の割合
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健康ほっと情報

　孤独だと思うときが「ある」「時々

ある」と回答した人は、「小学 6 年生」

や「12 ～ 18 歳」では減少している

傾向があります。一方、「19 ～ 64 歳」

「65 歳以上」では 3 ～ 4 割の方が「あ

る、時々ある」と回答しています。

　悩みを相談できる家族や

友人がいるか、という問い

で「いない」と回答した人

はどの年代でも約 1 割いま

す。特に「65 歳以上」で

はやや増加傾向にあるとこ

ろが気になります。

　私たちが住み慣れたこの町で暮らしていきたいと思ったと

きに、人との交流やつながりはとても大切なものになるのだ

と改めて実態調査アンケート結果からわかりました。

　湯沢町では、これらの結果をうけ、湯沢町ファミリー健康

プラン推進委員会で今後の対策を検討し、湯沢町に暮らす私

たちが元気で過ごせるよう取り組んでいきたいと思います。

◎心の健康に不安や心配が「ある」「時々ある」と

回答した人は、孤独だと思うことが「ある」「時々

ある」と回答する人が多くなっていました。

反対に、心の健康に不安や心配がなく、孤独

だと思うことがない、と回答した人は「友人

や仲間と一緒に楽しく活動する機会がある」

「町内会やご近所との付き合いをしている」

「家族と話をする機会が多い」と回答する人

が多くなっていました。

◎ 65 歳以上の方では「湯沢町に安心して住み

続けられると思う」と回答した人は「町内会

やご近所との付き合い

をしている」と回答す

る人が多くなっていま

した。

さらにアンケートを分析して見えてきたこと

孤独だと思うときがある・時々ある人の割合

悩みを相談できる人がいない人の割合

　11



ゆざわ情報 かわらばん
町でのできごとをお伝えします

　県内市町村における広報技術の向上と広報行政の発展を目的に、毎年

優秀な広報作品が選出される「新潟県広報コンクール」が開催され、こ

の度、町のＰＲ動画「How to Live in YUZAWA（グリーンシーズン編・

ホワイトシーズン編）」が広報映像部門において最高賞となる知事賞を受

賞しました。

　また、県内で制作された優れた広告作品に贈られる「新潟広告賞」で

は同動画がインターネット部門において優秀賞（部門内１位）。さらに、

ブランドスローガンをコンセプトに制作したポスターシリーズがグラ

フィック部門において奨励賞を受賞しました。

　いずれの作品も湯沢町移住定住促進プロジェクトの一環として町をＰ

Ｒするために制作されたもの。プロジェクト 2 年目となった今年度は「湯

沢町に暮らす」と「観光地湯沢町」をミックスさせた「観光地に暮らす」

をコンセプトに作られています。

　２月６日㊋に、町と日本郵便株式会社との協定締結式が行わ

れ、今後、日本郵便株式会社の展開するみまもり訪問サービス

に、湯沢町のふるさと納税の御礼の品としてお贈りしている「あ

りがとう湯沢」応援感謝券が使えるようになります。

　「ありがとう湯沢」応援感謝券の取り扱いは、287 の店舗（平

成 30 年２月１日現在）にご登録いただいております。このた

びの締結により、町外からお越しになる観光客だけでなく、町

出身者等が町内に暮らす親族等のために湯沢町へふるさと納税

をすることが想定されます。

湯沢町移住定住促進プロジェクト 　

町 PR 動画 ・ ポスターが入賞しました！

町と日本郵便 　

協定締結式が行われました

 制作にあたり撮影等ご協力

いただいた皆様、誠にありが

とうございました。

PR ポスターシリーズ

町 PR 動画「How to Live in YUZAWA」

（グリーンシーズン編（写真左）・ホワイトシーズン編（写真右））

写真：代表主幹地区統括局長（上田郵便局長） 青木進 氏（写真左）と

　　　田村町長

 広報ゆざわ　H30. 3. 11 12



　2 月 20 日㊋、ＮＳＴ本社にて「平成 30 年大相撲夏巡業雪国湯

沢場所」の契約書調印式が行われました。ＮＳＴ様と雪国青年会議

所様主催のもと開催される夏巡業。調印式では田村町長が出席し、

2 者の契約書調印に立ち合い、署名をしてきました。

　なお、夏巡業は 8 月 3 日㊎に湯沢カルチャーセンターにて開催

されます。普段見られない力士の皆さんの迫力ある取組を間近でみ

られる機会に、会場の盛り上がりが期待されます。

　２月 22 日㊍に、町と塩沢信用組合との包括連携協定締結式が行われました。これは、湯沢町と塩沢信用組合

とが連携・協力して、地域経済の発展に資する取組を実施することにより、湯沢町の発展を図ることを目的とし

ています。

　今後は、協定書で定める連携事項（産業の振興、企業の支援、子育て支援、健康・福祉の増進、人材育成等）

で協力し、今まで以上に良好な関係をもって、地域の課題解決に取り組んでいきたいと考えています。

湯沢町に大相撲がやってくる！ 　

「大相撲夏巡業　雪国湯沢場所」 契約書調印式が行われました

町と塩沢信用組合 　

包括連携協定締結式が行われました

 受 付 期 間 　3 月 6 日㊋～ 4 月 10 日㊋
 第一次試験日 　5 月 13 日㊐
 採用予定人数 　男性警察官 A　70 人程度

  女性警察官 A　6 人程度

  男性警察官 A　（武道）柔道・剣道各 1 人程度

  女性警察官 A　（武道）柔道・剣道各 1 人程度

　申し込み方法、受験資格など詳しくは県警ホームページをご覧い

ただくか、南魚沼警察署警務課までお問い合わせください。

 問 　南魚沼警察署　警務課　☎ 025 － 770 － 0110

新潟県警察官募集のお知らせ

協定書を掲げる塩沢信用組合 小野塚一成 理事長（写真左）と

田村町長

協定締結にあたり挨拶を述べる小野塚理事長

新潟県警察では 5 月に警察官採用試験を実施します。
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あおぞらのように大きく爽やかに　秋桜のように凛々しくたくましく

未来の湯沢町を拓く子どもを育む、湯沢学園の情報をお届けします

Yuzawa Gakuen News
湯沢学園ニュース

　2 月 14 日㊌に、6 年生がグループ毎に分かれて「観光ボ
ランティアキッズ」となり、町内の各施設（湯沢パークスキー
場、エンゼルグランディア越後中里、湯沢高原ロープウエー、
ホテル双葉、ホテル髙半、ホテルいなもと）で湯沢のすばら
しさをお客さんにアピールする活動を行いました。
　当日は、たくさんのお客さんがスキー場や温泉施設にき
ていました。施設の方も仕事の手を休めて聞いてくださる
等、温かい雰囲気の中で子どもたちは調べたことを堂々と
発表することができました。発表後は、大きな拍手をいた
だいてとてもうれしそうでした。
　湯沢学園では、学習活動の中で湯沢町の人・もの・こと
をいろいろ調べたり
体験したりしながら、

「観光の町」「おもて
なしの町」湯沢のす
ば ら し さ を 実 感 し、
それらを伝えていく
活動を展開していき
ます。

　新潟県庁の統計課の方をお招きし、4 年生と 5 年生対象
に統計教育の出前授業をしていただきました。事前に“新
潟県が日本で 1 番”と思うものを選ぶアンケートを行いま
した。子どもたちは「きっと○○が 1 番だ！」と予想して
いましたが、予想と違うものには驚きの声を上げていまし
た。また、湯沢町が新潟県で 1 番のものがたくさんある

ことにも気付きました。これらの
統計結果はグラフで表示され、子
どもたちの多くが「グラフにする
と分かりやすい」と感じていまし
た。算数「割合」の学習などに、
今回の学びが生かされそうです。

湯沢町のすばらしさをＰＲ

４年生、 ５年生　統計出前授業を実施

６年生観光ボランティアキッズ
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３年生　昔のくらし調べ

湯沢学園ニュース

　1 年生は、生活科の学習で学園ボランティアの皆様からお手玉やこま回し、こ
・ ・

まは、「腰を低くして、遠くに置
くようにするといいよ。」と優しくアドバイスをしてもらいました。お手玉は、指の体操から始まり、歌いながらやっ
たり、みんなで輪になってやったりする遊び方をたくさん教えてもらいました。「名人みたいに上手になりたい！」
と休み時間まで熱中する子どもたちでした。
　たくさんのゲームやおもちゃに恵まれている現代ですが、友達とかかわりながら昔から伝わる遊びのよさや楽し
さを味わうことができました。教えていただいた皆様、ありがとうございました。

　3 年生は、社会科の学習で昔のくらしを調べました。
その学習の一つとして、2 月に雪国館へ行き、湯沢に
残っている様々な昔の道具とくらしの様子を学んでき
ました。囲炉裏を再現したコーナーに入らせてもらっ
たり、蓑を試着させてもらったりしました。また、様々
な物が手作りと聞き、「昔の人はすごい。」と驚きの声
を挙げていました。
　様々な道具を見たり触れたりする活動を通して、「昔
の人たちって、こうやって暮らしていたのかな…」と
想像を膨らませると共に、くらしの変化を考えること
ができました。

昔の遊びを教えてもらったよ！　１年生 昔遊び体験

雪国館へ行ってきました
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湯沢学園ニュース

　2 月 1 日㊍の 5・6 限に、第 2 回児童生徒総会が開
催されました。5 ～ 9 年生が一堂に会し、今年度の
児童生徒会本部や専門委員会の取組、部活動の 1 年
間の成果や課題について振り返りました。
　寒い中、体育館で行われた会でしたが、参会者全
員が活動報告者や代表質問者の話を真剣に聴き、集
中度の高い、引き締まった総会となりました。
　また、後半は、児童生徒会のリーダーの引き継ぎ
式が行われました。9 年生・6 年生から 8 年生・5 年
生へとバトンが手渡され、いよいよ次年度へ向けた
動きが本格化します。

　2 月 8 日㊍の 5・6 限に、新 7 年生入学説明会が行
われました。
　第 1 部の全体説明会では、新児童生徒会の執行部
が、6 年生の児童と保護者に対して、中学校生活の
概要や行事、部活動等について、スクリーンにスラ
イドを映しながら説明していました。聞き手にとっ
て分かりやすい内容となるように小学校までと中学
校からの違いを対比するなど、工夫して説明してい
ました。
　第 2 部の保護者向け説明会では、中学校入学にあ
たって必要になる物品の購入やいろいろな手続き等
について、各担当職員から説明が行われました。特に、
最近問題となっている SNS に関わる説明では、保護
者にお子さんの SNS 利用等に関心を持ってもらい、
トラブルに巻き込まれないようにするためのポイン
トなどを理解してもらいました。

第 2 回児童生徒総会が開催されました

新７年生入学説明会が行われました

１年間の活動の総括
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湯沢学園ニュース

3月の学園行事等 …小学校の行事

…中学校の行事

 　１日㊍
 　

 　２日㊎

 　５日㊊

 　6日㊋
 　7日㊌

 

　８日㊍

 

　９日㊎

 12日㊊

  

 13日㊋

 14日㊌ 

 15日㊍
 19日㊊

 20日㊋

 22日㊍

 23日㊎

 25日㊐
 26日㊊
 31日㊏

同窓会入会式（９年 １限）

９年生午前放課 

卒業式予行練習（３・４限）

卒業式準備（５・６限）

９年生見送り 

第 58回 卒業証書授与式 

Ｗｅｂテストの日 

８年生振替休業 

７年生特編授業（５限）

Ｗｅｂテスト（１限）

６限授業（４～６年）

統計出前授業（５年）

公立一般選抜学力検査 

学習の確認テスト（７、８年生）

公立一般選抜学校独自検査 

立志式（７年  ５・６限  一体）

８年生給食後放課 

交通安全指導日 

出前授業「夢の教室」（5年） 

８年生修学旅行① ( ～ 11日まで )

７年生特編授業（５限）

地区子ども会④ 

集団下校 　

８年生振替休業 

７年生特編授業（５限）

水曜授業・短縮日程

専門委員会	

新登校班開始 

火曜授業

卒業式練習① 

公立高校合格発表（ＰＭ） 

卒業式練習② 　

卒業式練習③ 

公立２次出願開始（～20日） 

期末大清掃①	

サポート問題の日 

５限放課 

卒業式予行３・４限 

期末大清掃②

終業式 (４限給食清掃後放課 )

卒業式前日準備（５年）

公立2次学力検査等 

第 71回卒業証書授与式 

終業式（４限 二体） 

公立 2次合格発表 

清掃なし　部活動なし 

学年末休業：始	

離任式

学年末休業：終

　株式会社 第四銀行様の「みらい応援私募債」を利
用し、ホテル双葉様より、小学校へはクロカンスキー
用のブーツ、中学校へは音楽授業用ラジカセの寄贈が
決まり、2 月 27 日㊋にホテル双葉会長の小林庄一様、
株式会社第四銀行湯
沢支店長の立川　卓
様、支店長代理の原
田正樹様の参列のも
と、贈呈式が行われ
ました。

授業で使う用品を、湯沢学園に寄贈
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〒 949 ー 6101
新潟県南魚沼郡湯沢町湯沢 354 ー 1
☎ 025 ー 784 ー 3965　
FAX 025 ー 775 ー 7550

 開館時間 　午前 9 時～午後 5 時（入館は 4 時 30 分まで）
 休 館 日 　毎週水曜（祝日の場合は翌日）
 入 館 料 　大人500円（400円）小中学生 250円（200円）  
　　　　  　  ※ （　）内は 15 名以上の団体料金

歴史民俗資料館

雪 国 館

　幕末の彫刻家・石川雲蝶について専門で調べてい

る中島すい子さんが、２月 11 日に雪国館で講演を行

い、町内外より約 30 名の来場がありました。　　

　今回のテーマは「雲蝶と源太郎」。雲蝶と同時代の

彫刻家・小林源太郎をクローズアップしました。源

太郎といえば、町指定文化財の「元三国峠権現堂扉」

（株式会社高半が所蔵）。中島さんはこれまでに３度、

高半へ取材に訪れました。女将の高橋はるみさんか

ら聞いた話などを披露した他、平野屋（現・青木酒造）

「薄荷円大看板」の屋根を発見した情報を公開。今ま

で注目されなかった源太郎に光を当てた内容となり

ました。

　町内から来場した渡部七菜子さんは「この講演で

色々知ることができてよかった。源太郎を私も追っ

てみようかな、他にも作品を見てみたくなった」と

感想を下さいました。

　中島さんは「源太郎について、もっと掘り下げて

みたい」と話していました。

中島すい子　講演会

　湯沢小学校３年生が２月 13 日と 15 日、雪国館へ

社会科の見学で訪れました。「昔の道具や暮らしにつ

いて、実際に見たり聞いたりして理解と関心を深める」

ことが目的です。「昔の暮らし」を実体験している小

林守雄さん（87 才）が特別ガイド役。小林さんが、「ワ

ラ細工をするには、ワラを叩いて準備する」と説明す

ると、児童は「どうして叩かないといけないのですか」

と質問し、関心を示していました。

　「山着物（ヤマギモン）」と呼ばれたサンパクなどを

２人の児童がモデルになって試着。（これは町民の方

より最近、寄贈していただきました。この場を借りて

心より感謝を申し上げます。）「どっちが前？」「この

ヒモはどうやって結ぶの？」などと言いながら着用し

ました。小林さん製作のミノと前掛けも着用してポー

ズ。とっても似合っていました。

　上原崇司君は「昔の道具は使いづらそうだったけど、

工夫してあるのが分かった」と笑顔でした。「不便で

も、それが普通だったなんて、昔の人はすごいと思っ

た」と雨宮百花さん。多くの児童が一生懸命にレポー

トを書き込んでいました。

湯沢小学校３年生　社会科見学

雪国館からのお知らせ
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　４月２日㊊が納期限の町税および料金と、その口座振替日は下記のとおりです。口座振替の
方は、振替日の前日までに振替口座の残高確認をお願いいたします。

町税の納付には

口座振替がとっても便利！

　一度申し込めば、うっかり納め忘れたなんて

こともありません。手数料も掛かりませんので、

是非ご利用ください。

　税務課収納係までご連絡いただければ、口座

振替依頼書をお届けします。また、湯沢町ホー

ムページからダウンロードすることもできます。

　

 　 問 　税務課　収納係　☎７８４－３４５２

～　主な取扱金融機関　～

第四銀行

北越銀行

新潟縣信用組合

しおざわ農協

ゆうちょ銀行（郵便局）

＊町税につきましては、上記以外の金融機関でも、

　一部金融機関を除いて取扱可能ですので、詳し

　くは税務課収納係へお問い合わせください。

詳しくは“ 町税の納付方法　湯沢町 ”で検索　

ご利用の金融機関 口座振替日

第四銀行・北越銀行・新潟縣信用組合

しおざわ農協・ゆうちょ銀行（郵便局）
４月２日㊊

上記以外の金融機関

※町税のみの取扱いとなります
３月２７日㊋

　残高が不足していると振替不能となり、振替不能となったも

のは再度の振替ができません。また、振替不能が繰り返された

場合には、振替口座登録を廃止させていただくこともございま

すので、ご注意ください。

　町税・料金は、納期内に納めましょう！

口座振替ならうっかり納め忘れもなく安心

※口座振替日前日までにご入金ください。

　振替日当日に入金されましても間に合いません。

税目および料金 口座振替日

OK!

まかせて！

・国民健康保険税　第 9 期

・後期高齢者医療保険料　第 9 期

・上下水道使用料　3 月分

・下水道事業受益者負担金　第 4 期
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　湯沢町は毎年、姉妹都市マグナと互いに学生等の派

遣・受け入れ事業を実施しています。

　ホームステイによる受け入れについては、前年の派

遣事業に参加した生徒の家庭を受け入れ先とすること

を基本としていますが、受け入れ予定の人数が前年の

派遣生徒数を上回る場合には、前年の派遣生徒以外

の家庭での受け入れのご協力が必要になります。そこ

で、国際交流事業の継続や発展にあたり、ホストファ

ミリーとして姉妹都市マグナ学生等の受け入れボラン

ティアでご協力いただけるご家庭を募集します。

 受け入れ内容・条件等 　

▽受け入れ対象者

　姉妹都市マグナの学生（中学生～高校生くらい）

　もしくは引率者

▽期間・時期

　7 月 2 日㊊～ 12 日㊍　11 日間

▽ホームステイボランティアとしてお願いすること

　平日の湯沢学園までの送迎（送り…８時半頃、迎

え…１７時頃）と 17 時の迎え以後の時間帯及び休日

を食事の提供も含めて、家族の一員として、ともに

過ごしていただきます。

ホームステイボランティアを募集しています！

英語が苦手でもだいじょうぶ！

　姉妹都市マグナとの交流事業に興味のある方

はぜひ登録をご検討ください。

 問  ・  申 　教育課　☎７８４ー２２１１
家族のようになかよくなった。ホームステ
イによる受け入れを行ってから、海外に興
味をもつようになりました。

英語での会話ができるか不安だったけど、
携帯電話の翻訳機能を使って、日が経つごと
になんとなく会話ができるようになりました。

ー 参加者の声 ー

3月はシートベルト・チャイルドシート着用強調月間です

カチッとベルトパーフェクト運動

全ての座席でシートベルトを着用しましょう

　県内の運転者のシートベルト着用率が 98.6％であ

るのに対し、後部座席の着用率が 49.7％と極端に低

い状況です。

　運転者の非着用者は少なく感じますが、平成 29 年

中に起きた運転者の死者 23 人のうち 9 人（39.1％）

が非着用者でした。

　シートベルト非着用

時の致死率は着用時

の約 15 倍です！！車に

乗ったら、「前も後ろ

も、すぐベルト」を合

言葉に、全ての座席で

シートベルト着用を習

慣づけましょう。

チャイルドシートの正しい使用をしましょう

　県内の 6 歳未満のチャイルドシート使用率は

52.3％で全国 42 位です。

　チャイルドシートは、子どもの安全装置として、

万が一車が衝突した場合等に「シートから投げ出さ

れることを防ぐ」、「車外放出から守る」、「衝突の衝

撃を緩和して被害軽減を図る」、「室内の突起物や同

乗者などへの衝突を防ぐ」等の役割を持っています。

　乳幼児のときから、

チャイルドシート着

用の習慣づけを行い

ましょう。

 問 　環境農林課　☎ 788 ー 0291
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体験工房「大源太」で自家製の味噌作りをしよう

  問 　体験工房大源太　
　　 ☎ 787 ー 1121　ＦＡＸ 787 ー 1122

湯沢町で活動している

サークルをご紹介します

 活  動  日 　 通年　不定期

　　　　　　　　年間 50 ～ 60 回おはなし会

　　　　　　　　月１～２回研修打合せ会

 活 動 場 所 　ジャンプラネット絵本のひろ

　　　　　　　　ば、認定こども園、湯沢学園、

　　　　　　　　高齢者福祉施設等

 活 動 種 類 　絵本の読みきかせ

 会　　 　員 　12 名

 あ　ゆ　み 　平成４年～発足

　25年前、当時の公民館長さんの声かけで図書室の一角

で子ども達に絵本を読んだのが始まりでだんだん活動場所

が広がってきました。公民館でやっていた絵本のひろば、

各地区にあった保育園・小学校でのおはなし会はそれぞれ

湯沢学園・こども園年２回、小学校各クラス校時内おはな

し会、ジャンプラネット月１回の絵本のひろばへと引き継

いでいます。４ケ月の乳児健診の際に町から絵本をプレゼ

ントする「ブックスタート」のお手伝いもやっています。

　絵本は子どもだけでなく大人も楽しめますので、デイ

サービスやゆのさと園でもおはなし会をやったり、毎年３

月には「春を迎えるおはなし会」をやったりしています。

　絵本大好きという人は一緒に活動しませんか。

代表　　小野塚　美代子  問 　湯沢町公民館　☎ 784 ー 2460

サークル名「虹の会」

連載第9回

 申し込み 　3 月 20 日㊋締め切り

※出来味噌 20 ㎏は、大豆 5 ㎏・天日塩 2.5 ㎏・米 5

㎏の材料を蒸したり、麹にすることにより概ね 20

㎏の重さになります。

※ 1 回で最大 60 ㎏の大豆（出来味噌約 240 ㎏）を仕

込むことが出来ますので、何人かのグループで一度

に仕込むことも出来ます。

※詳細は、電話でお問い合わせください。

 日　　程 　4 月中旬（申し込み者と日程の調整をし

　　　　　　て連絡いたします）

 会　　場 　旭原　体験工房「大源太」味噌作り作業場

 費　　用 　9，550 円（出来味噌約 20 ㎏・米麹買い

　　　　　　取りの場合）

　　　　　　5，800 円（出来味噌約 20 ㎏・麹用の米

　　　　　　持込の場合）

　　　　　　※いずれも税別

　体験工房「大源太」では、毎年 4 月に魚沼地域の食文化の保存と伝承を目的に、自分で仕込む自家製の味噌作

りを実施しています。

　原料は、国内産の艶麗（エンレイ）と魚沼産コシヒカリの米麹を使用し、防腐剤や化学調味料等は一切使用しない、

安心で美味しい自家製の味噌作りを今年も実施いたします。

　気のあった友達やグループ、あるいはお子様と一緒に自分の家で使う味噌作りを体験して下さい。

　申し込み方法は、次の通りです。
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3 ユ月 の ー ポス 　！

  苦しくないスポーツ　ストレッチング

　肩こり・腰痛でお悩みの方、

運動不足の方、もちろん運動大

好きな方、３０分ほどかけて全

身のストレッチをするとすご

く身体がラクになりますよ♪

　気軽にできるスポーツをぜひ体験してみてください！

○日程：3 月 13、20 日 （火曜日）

　　　　18：20 ～ 19：00

○会　　場：湯沢カルチャーセンター

○対　　象：中学生以上

○参 加 費：ユースポ！会　員 　１回 ２００円

　　　　    　　　　　　非会員　 １回 ３００円

○持 ち 物：運動のできる服装、タオル・飲み物等

　　　　　　をご持参ください。

○申し込み：ユースポ！窓口に料金を添えてお申し

　　　　　　込みください。

平成 30 年度　子どもの教室が始まります！

３月中の入会でプレゼント！

○無料体験チケット３枚　※通常２枚

○中学生以下の入会者には、湯沢高原・アルプの里ゴーカート

　またはボブスレー利用券　２枚　※通常１枚

○大人の定期的な教室は３月中の申込で雪ん子スタンプ２倍です！

新年度のユースポ！

会員受付中！

どしどしご登録お待ちしております。

平成30年度もユースポ！と一緒に健康と美を手に

入れましょう。

ジュニア女子バレーボール教室
  対  小学１～６年生の女子　25 名

  内  バレーボールで仲間づくり！チームの一体感を

 　 味わおう！

  場  湯沢カルチャーセンター、旧小学校

  日  ▽前期 4 ～  9 月 ▽後期 10 月～ 3月

　　4～ 12 月　火曜 19：00 ～ 21：00

 　  　  　　 　 土曜  9：00 ～ 12：00

　　1～  3 月　火曜・金曜 19：00 ～ 21：00

  費  前期・後期　各 8,000 円

    前後期一括　　 14,600 円

※ユースポ！会員登録が必要です。

フラダンス
  対  保育園・幼稚園年少～小学６年生

  内  ハワイの音楽に合わせて基本ステップとハンド

　　モーションから楽しく学び、簡単な曲を踊りま

　　しょう。

  場  湯沢カルチャーセンター

  日  第 1期 4/18 ～ 7/4( 全 11 回 ) 5/23 はお休み

　　毎週水曜　17:00 ～ 18:00

  費  会　員：6,000 円　

　　非会員：9,600 円　

カルチャーセンター窓口までお申し込みください。
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太極拳
  対  16 歳以上
  内  自分の体力に合わせて参加できます。幅広い年齢層の
　　方が参加できる健康法です。
  場  湯沢カルチャーセンター
  日  4/6 ～ 6/29( 全 11 回 )
　　5/4、5/25 はお休み
　　毎週金曜　13:30 ～ 15:00
  費  会員：6,000 円　非会員：9,600 円　

ステップボクシング
  対  高校生以上
  内  リズムにのってパンチやミット打ちをする新しいスタ
　　イルのボクシングです。
  場  湯沢カルチャーセンター
  日  4/6 ～ 7/6( 全 11 回 )
　　4/20、5/4、5/25 はお休み
　　毎週水曜　20:00 ～ 21:00
  費  会員：6,000 円　非会員：9,600 円　

居合道
  対  高校生以上
  内  居合とは抜刀から納刀に至るまでの一連の動作を武道
　　としています。
  場  湯沢カルチャーセンター
  日  4/4 ～ 6/20( 全 11 回 )
　　5/23 はお休み
　　毎週水曜　19:00 ～ 20:30
  費  会員：6,000 円　非会員：9,600 円　

ブートキャンプ
  対  中学生以上
  内  自身の体重を利用し、様々な運動を連続して行うアメ
　　リカ仕込みのエクササイズです。
  場  湯沢カルチャーセンター
  日  4/6 ～ 6/29( 全 11 回 )
　　5/4、5/25 はお休み
　　毎週金曜　19:00 ～ 20:00
  費  会員：6,000 円　非会員：9,600 円

アクアエクササイズ　 火夜 
  対  中学生以上
  内  水の抵抗を最大限利用してしなやかな筋肉を作ります！ 
  場  健康増進センター内プール
  日  4/10 ～ 6/19( 全 11 回 )
　　毎週火曜　18:30 ～ 19:20
  費  会員：6,000 円　非会員：9,600 円　

アクアエクササイズ　 木夜 
  対  中学生以上
  内  水の浮力でラクラク動けます。運動不足や体力に自信
　　のない方も大丈夫！
  場  健康増進センター内プール
  日  4/5 ～ 6/28( 全 11 回 )
　　4/12、5/3 はお休み
　　毎週木曜　19:30 ～ 20:20
  費  会員：6,000 円　非会員：9,600 円　

ヨーガ　 夜 
  対  中学生以上

  内  様々なポーズ、呼吸法により免疫力や自然治癒力を高

　　めます。肩こり・冷え性・便秘などにも効果的！

  場  湯沢カルチャーセンター

  日  4/3 ～ 6/19（全 11 回）

　　5/22 はお休み
　　毎週火曜　19:45 ～ 21:00

  費  会員：6,000 円　非会員：9,600 円　

ピラティスエクササイズ　 夜 
  対  中学生以上

  内  身体の芯の筋肉「コア」を鍛え、内側から強くしなや

　　かにします。腰痛、肩こり等が緩和され、姿勢も良くな

　　ります。

  場  湯沢カルチャーセンター

  日  4/2 ～ 6/18（全 11 回）

　　4/30 はお休み

　　毎週月曜　19:30 ～ 20:30

  費  会員：6,000 円　非会員：9,600 円　

ピラティスエクササイズ　 昼 
  対  16 歳以上

  内  身体の芯の筋肉「コア」を鍛え、内側から強くしなや

　　かにします。腰痛、肩こり等が緩和され、姿勢も良くな

　　ります。

  場  湯沢カルチャーセンター

  日  4/5 ～ 6/28（全 11 回）

　　5/3、5/24 はお休み
　　毎週木曜　13:30 ～ 14:30

  費  会員：6,000 円　非会員：9,600 円　

ヨーガ　 昼 
  対  16 歳以上

  内  様々なポーズ、呼吸法により免疫力や自然治癒力を高

　　めます。肩こり・冷え性・便秘などにも効果的！

  場  湯沢カルチャーセンター

  日  4/4 ～ 6/20（全 11 回）

　　5/23 はお休み

　　毎週水曜　13:30 ～ 14:45　

  費  会員：6,000 円　非会員：9,600 円　

定期的な教室の第 1 期が始まります！

申・問 　 NPO 法人 ユースポ！ ☎ 785ー 2123 　FAX 785ー 6911 ●お問い合わせ　平日9：00～ 18：30
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巻ま

き
節
分
の
夜
の
卓
に
鎮ち
ん
ざ座
す

南
雲
　
武
貞

　

両
山
短
歌
会
　
三
月
詠
草

絶た
え
間ま
な
く
降ふ
り
積つ
も
り
た
る
大
お
お
ゆ
き雪
か
な

牌ぱい
の
音おと
雅が
に
て
響ひび
く
や
雀
じ
ゃ
ん
ゆ
う
か
い

友
会

岩
舘
　
忠
治

冬ふゆ
の
日ひ
は
三さん
じ時
で
も
は
や
暮く
れ
き
ざ
す

ゲ
レ
ン
デ
の
灯ひ
の
か
た
ま
り
や
冬ふゆ
冴さ
え
る
泉
　
　
昭
一

見み
き切
り
品ひん
な
お
さ
ら
甘あま
い
イ
チ
ジ
ク
は

東とう
き
ょ
う
京
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
指ゆび
お折
り
に

井
浦
　
廣
治

に
ぎ
や
か
し
孫
の
く
ら
し
振
り
お
正
月

如
何
ほ
ど
の
時
耐
え
た
る
や
大
氷
柱

菜
　
花

凛
と
し
た
白
一
色
に
月
冴
ゆ
る

氷
柱
折
り
打
て
ば
響
く
や
凜
々
と

め
ぐ
み

冬
青
空
機
影
東
へ
帯
引
い
て

今
朝
も
ま
だ
氷
柱
整
列
家
族
笑
む

ふ
じ
の

正
月
や
金
箔
入
り
の
酒
を
酌
む

陸
橋
の
作
業
で
落
と
す
大
氷
柱

香
　
葉

手
水
舎
の
杓
新
た
な
り
初
詣

山
か
ら
の
窓
に
氷
柱
の
バ
ス
走
る

　
津

農の
う
に
生い

き
農の
う
を
描え
が
き
し
ス
ミ
子こ

様さ
ま
の
汗あ
せ
に
光ひ
か
れ
る
笑え
が
お顔
が
見み

た
し

関
　  

ム
ツ

日ひ

め
く
り
の
一ひ
と
ひ日
一ひ
と
ひ日
を
恙
つ
つ
がな
く
た
ど
り
て
行ゆ

か
む
見み
ま
も守
ら
れ
つ
つ

く
み

夜よ

も
更ふ

け
て
グ
ラ
ス
の
底そ
こ
も
透す

け
て
見み

ゆ
外そ
と
は
雪ゆ
き
か
も
明あ
し
た日
は
い
か
に

泉
　
　
昭
一

門かど
ま
つ松
に
松しょ
う
ち
く
ば
い

竹
梅
を
添そ
え
に
け
り

鳥とり
お追
い
や
注し
め
な
わ

連
縄
燃も
や
し
て
賑にぎ
わ
い
し

井
浦
八
重
子

尋たず
ね
行ゆ
く
友とも
は
母おも
や屋
で
わ
ら
仕しご
と事

今こと
し年
こ
そ
杖つえ
を
頼たよ
ら
ず
歩ある
き
た
い

横
山
　
和
吉

扁
平
な
氷
柱
見
つ
け
て
鏡
の
よ
う

急
な
屋
根
氷
柱
や
ど
る
を
許
さ
じ
か

澄
　
子

は
く
息
も
言
葉
も
白
き
寒
の
入

氷
柱
折
り
透
か
し
て
見
れ
ば
万
華
鏡

音
　
希

初
ゆ
め
の
今
亡
き
友
は
年
取
ら
ず

陽
が
昇
り
氷
柱
落
ち
た
か
堅
い
音

派
手
男

遠
の
き
し
変
ら
ぬ
友
の
年
賀
状

軒
先
の
氷
柱
を
杖
で
払
い
け
り

の
ぶ
子

家
事
忘
れ
ホ
テ
ル
で
過
ご
す
三
ヶ
日

軒
下
の
氷
柱
奏
で
る
音
は
凜

栄は
る

　
子こ

 
ケ
ア
ハ
ウ
ス
ゆ
ざ
わ
　
俳
句

 

句
会
　
紅
山
桜
　
季
題
　
氷
柱
（
垂
氷
）
　
当
季
雑
詠

四
季
を
詠
む

 

ケ
ア
ハ
ウ
ス
ゆ
ざ
わ
　
短
歌
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nformation

インフォメーションi

入学試験のラストチャンスです（平成３０年度入学生）

北里大学保健衛生専門学院

　美術的価値のある、または伝統的な製法である銃砲

刀剣類の登録審査を行います。

　火縄銃式銃砲等の古式銃砲または美術品として価値

のある刀剣類を所有している方で、登録審査を受けて

いない方は必ず受けてください。また、登録内容に変

更のあった場合も届け出が必要になりますのでご確認

ください。

 日程・会場 　

　新潟会場 ▽県庁行政庁舎または職員会館

　　　　　 ▽  ４月 19 日㊍ ８月 16 日㊍
　　　　　　 １１月 15 日㊍ 平成 31 年 1 月 17 日㊍
　長岡会場 ▽長岡地域振興局会議室棟２階・大会議室

　　　　　 ▽  ６月 21 日㊍ 10 月 18 日㊍
　　　　　 　平成 31 年２月 21 日㊍
 受 付 時 間 　

　午前 10 時～午後２時３０分まで

　（正午から午後１時までは休憩時間）

 持　　　物 

　・登録を受けようとする銃砲刀剣類

　・銃砲刀剣類発見届（所管警察署が発行したもの）

　・審査手数料　１件６,３００円

　　（新潟県収入証紙でご用意下さい）

　※印鑑は不要です。

 銃砲刀剣類を発見したとき 

 ・すみやかに最寄りの警察署に届け出てください。

 ・届出後に上記の審査会にお越しください。

 ・登録審査会に代理の方が参加する場合は、委任状が

　必要です。

 ・登録審査会では、法令に定める鑑定の基準（美術的価

値、伝統的な製作方法等）によって審査します。こ

の審査で登録対象となったものには登録証が交付さ

れ、所持することができます。ただし、登録対象外

となったものについて登録証は交付されず、所持す

ることはできません。この場合も審査手数料は返還

されません。

 ・移動の際には危険がないように梱包し、盗難にご注

　意ください。

  問 　新潟県教育庁文化行政課　☎０２５－２８０ー５６１９

　第 26 回「花まつり・ゆざわ」が４月２９日（昭和の日）
に湯沢中央公園において開催されます。イベント開催

にあたり、飲食コーナーなどの出店者を募集します。

 出店資格 　

　湯沢町商工会または、湯沢町観光協会の会員であること。

もしくは、花まつり・ゆざわ実行委員会が認めるもの。

 出店料・区画 　

　１区画　５，０００円（テント代）大きさ１Ｋ×２Ｋ

 申し込み 　３月２５日㊐締め切り

　湯沢カルチャーセンター窓口に備え付けの申込書に

記入の上、提出してください。（申し込み多数の場合は、

内容を審査後、出店者に連絡します）

 注意事項 　

〇テーブル（１８０㎝×４５㎝）、椅子は、実行委員会で用意

　します。

〇食品（調理）を扱う出店については、保健所の許可が

　必要になります。

　（※臨時飲食店営業を申請してください）

  問 　花まつり・ゆざわ実行委員会事務局

　　（湯沢カルチャーセンター内）　☎７８４－１５１１

　地元の医療系専門学校（臨床検査技師、管理栄養士、

看護師・保健師、臨床工学技士）で、「やりがい」があ

り「就職にも強い」医療職を目指しませんか。平成 30

年度入学試験は今回が最終回となります。

 試 験 日 　3 月 25 日㊐
 試験会場 　北里大学保健衛生専門学院

　　　　　　（浦佐駅から車で約 7 分）

 そ の 他 　募集要項は学院 HP から又は入学センター

へ電話で請求（無料）。出願受付期間など、

詳細はお問い合わせください。

また、次年度に向けた学校説明会もス

タートします。（第1回：3月31日㊏開催）

  問 　北里大学保健衛生専門学院入学センター

　　 ☎ 0120 － 451 － 185

情 報ＩＮＦＯ

平成３０年度　銃砲刀剣類登録審査会の日程

　　　　　　　　　　　　　　新潟県　文化行政課

花まつり・ゆざわ　出店者募集

　　　　　　　花まつり・ゆざわ実行委員会事務局
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わ
■
発
行
・
編
集
／
湯
沢
町
役
場
総
務
部
　
〒
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新

潟
県

南
魚

沼
郡

湯
沢

町
大

字
神

立
３００

番
地

　
　

　
☎
０２５

-７８４
-３４５１　

ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
ア
ド
レ

ス
    http://www.town.yuzawa.lg.jp/

広
報
ゆ
ざ
わ
の
音
声
訳
Ｃ
Ｄ
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　

ご
希
望
の
方
は
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
。 

℡
７
８
４
・
４
１
１
１

　

今
号
の
表
紙
を
飾
っ
た
の
は
、
越
後

湯
沢
全
国
童
画
展
の
歴
代
大
賞
作
品

（
順
不
同
）。こ
の
度
の
特
集
で
取
材
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
髙
橋
さ
ん
か
ら
童
画

展
開
催
の
背
景
や
思
い
を
伺
い
、
こ
れ

ま
で
多
く
の
人
々
で
支
え
合
っ
て
開
催

し
て
き
た
こ
と
を
改
め
て
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。表
紙
の
作
品
を
見
る
と
、

作
品
の
温
か
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
22
年
分

の
歩
み
に
人
々
の
温
か
さ
も
感
じ
ら
れ

ま
す
。

　

童
画
展
の
会
期
も
今
日
、
明
日
の

残
り
2
日
間
と
な
り
ま
し
た
。
ま
だ

行
っ
て
い
な
い
方
、
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン

ス
で
す
。
ぜ
ひ
、
作
品
を
見
に
行
き

ま
せ
ん
か
。
T

　
編
　
集
　
後
　
記

※
2
月
14
日
ま
で
の
届
け
出
分
。

※
広
報
に
掲
載
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
け
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

1
月
28
日

田
村　

充み
つ
き起

く
ん
（
楽　

町
、
淳
さ
ん
・
あ
ゆ
美
さ
ん
）

ご
逝
去
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

2
月
6
日

剱
持　 

勉
さ
ん

（
中　

子
、
58
歳
）

～
絵
本
は
お
と
な
も
楽
し
い
よ
！！
～

 

日
時 　

３
月
27
日
㊋　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

 

会
場 　

湯
沢
町
公
民
館　

２
階　

練
習
室

 

内
容 　

絵
本
・
詩
・
昔
話
・
歌
・
手
あ
そ
び
な
ど
、

　
　
　
　

子
ど
も
も
大
人
も
楽
し
い
時
間
で
す
。

  

問 　

湯
沢
町
公
民
館　

　
　
☎
７
８
４
・ 

２
４
６
０

 土樽共同浴場　岩の湯 　（毎週水曜日定休）

　３月 21 日㊌・㊗は、休まずに営業いたします。

　３月 21 日㊌の振り替えとして、３月 23 日㊎をお休

みさせていただきます。

◎会員の方はご利用の際、必ず会員証を受付に提示して

　ください。

◎年間券をお持ちの方は、年間券と会員証の両方を一緒

　に確認できるように提示してください。

  問 　（一財）湯沢町総合管理公社　☎ 784 ー 1511

共同浴場　営業日のご案内

「
春
を
迎
え
る
お
は
な
し
会
」
を
開
催
し
ま
す

絵
本
の
読
み
き
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

虹
の
会
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